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トヨタ自動車の取組み

H.１７．９．４

トヨタ自動車（株）
ﾌﾟﾗﾝﾄ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部生産環境室

安藤 健吾
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トヨタの環境への取組み 基本方針・行動指針

豊かな２１世紀社会への貢献

各部門・各工場別の取組方針と目標各部門・各工場別の取組方針と目標
実行と達成のための取組み実行と達成のための取組み

環境取組ﾌﾟﾗﾝ環境取組ﾌﾟﾗﾝ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
システムシステム

トヨタ地球環境憲章トヨタ地球環境憲章
（基本方針（基本方針､､行動指針）行動指針）

トヨタ
基本理念

クリーンで安全な商品の提供を使命とし

あらゆる企業活動を通じて、住みよい

地球と豊かな社会づくりに取組む

00年４月改訂

[行動指針]

１１ 生産・使用・廃棄の全ての段階で生産・使用・廃棄の全ての段階で

ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝに挑戦ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝに挑戦

２ 関係会社との協力

３ 社会的取組みへの積極的な参画

４４ 積極的な情報開示積極的な情報開示・啓発活動

[基本方針]

１ 豊かな21世紀社会への貢献

２ 環境技術の追求

３ 自主的な取組み

４ 社会との連携・協力
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トヨタ環境委員会

1992年設置
（委員長；社長）

製品環境委員会

生産環境委員会生産環境委員会

リサイクル委員会

1973年設置

1963年設置
（委員長；専務）

1990年設置

生技分科会（会長；常務）生技分科会（会長；常務）

物流分科会

海外分科会（会長；常務）海外分科会（会長；常務）

ｵｰﾙﾄﾖﾀ生産環境ｵｰﾙﾄﾖﾀ生産環境会議会議（議長；専務）（議長；専務）

取組み体制

工場分科会（会長；常務）工場分科会（会長；常務）

各地区環境保全統括者各地区環境保全統括者
各工場環境保全事務局各工場環境保全事務局

ｵｰﾙﾄﾖﾀ生産環境連絡会（会長；常務）ｵｰﾙﾄﾖﾀ生産環境連絡会（会長；常務）

4

取り組み内容

騒音

燃費

環境負荷物質排ガス

リサイクル

クリーンエネルギー

製品環境

温暖化

水

環境負荷物質管理

資源

物流生産環境

廃棄物
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・トヨタにおける化学物質の管理・削減

・トヨタにおけるPRTR情報の開示と

コミニュケーション

・PRTR法対応支援事業

6

84年度 94 00

排出量管理

環境保全事前検討制度

・副資材の排水処理性等評価
・使用禁止物質ﾁｪｯｸ（464物質）

有機塩素系溶剤
の使用全廃

・環境影響評価

トルエン、キシレン、ニッケル
の排出量削減

01 02

ＰＲＴＲﾊﾟｲﾛｯﾄ事業開始 公開排出量管理PRTR法制定

97 99

【法制度】

【トヨタ】

4,007材料

使用534物質、内PRTR35物質（ ）

Ｉ Ｔ化

化学物質の管理・削減

トヨタの化学物質管理
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・化審法・化審法

・水質汚濁防止法・水質汚濁防止法

・大気汚染防止法・大気汚染防止法

・・Clean Water ActClean Water Act

・・Clean Air ActClean Air Act

・・PRTRPRTR法法 指定化学物質指定化学物質((１種、２種１種、２種))

・環境ホルモン物質（環境省・環境ホルモン物質（環境省 等）等）

・北米・欧州・北米・欧州 PRTRPRTR法法 指定化学物質指定化学物質

・欧州製品管理規定・欧州製品管理規定

・独自工会自主管理物質・独自工会自主管理物質

国内外の最新環境動向を踏まえ、国内外の最新環境動向を踏まえ、3,4243,424物質を管理物質を管理

等等

化学物質の管理・削減

トヨタ管理物質の出典

8

トヨタ管理対象トヨタ管理対象 ３３,,４２４物質４２４物質

カドミウム
トリクロロエチレン
ジクロロメタン 等

・化審法 （第１・２種特定化学物質）
・水質汚濁防止法

・欧州製品管理規定

・独自工会使用禁止物質

・スウェーデン国内法禁止物質

使用全廃候補使用全廃候補 568568物質物質
・Clean Water Aｃｔ

・Clean Ａｉｒ Aｃｔ
・ＰＲＴＲ法
指定化学物質

（１種、２種）

・環境ホルモン物質

・北米・欧州ＰＲＴＲ
指定化学物質

・独 自工会
自主管理物質

使用禁止使用禁止 464464物質物質
（トヨタで使用していない物質は使用禁止）（トヨタで使用していない物質は使用禁止）

（環境基準、排水基準、及び要監視項目に

該当する有機塩素系化合物、農薬）

・大気汚染防止法 （指定物質）

・オゾン層保護法

・OECDﾘｽｸﾘﾀﾞｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

・ PRTR物質毒性ｸﾗｽ１

（臭素系難燃剤） 等

化学物質の管理・削減

トヨタ管理物質と使用禁止物質
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下記以外下記以外
39%39%

塗料塗料
＋＋
シンナーシンナー
35%35%

洗浄・脱脂剤洗浄・脱脂剤 4%4%

樹脂原料樹脂原料 4%4%

鋳造用副資材鋳造用副資材 3%3%

接着剤接着剤
6%6%

試薬類試薬類
10%10%

その他の代表例その他の代表例

◆◆ 副資材の分類と品番数の割合副資材の分類と品番数の割合（（ ’’００44年度）年度）

・切削，研削油・切削，研削油

・表面処理剤・表面処理剤

・自動車用・自動車用 燃料、潤滑剤など燃料、潤滑剤など

全社の管理対象副資材

化学物質の管理・削減

全品番数全品番数
4,0074,007

潤滑，作動油潤滑，作動油 4%4%

10

工場

仕入先

計画部署 （購入希望）

事前検討部署（判定）

・品番設定
・工場使用可

含有化学物質データ
排水試験結果
臭気試験結果

○

×

×

代替品の検討

トヨタ自動車トヨタ自動車

副資材
カドミウム
トリクロロエチレン
ジクロロメタン

使用禁止 ４６４物質

等

化学物質の管理・削減

環境保全事前検討制度の概要と特徴
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•環境基準値等と比較し、評価
*人の健康を保護する為「維持される事が望ましい基準」
日欧米の基準値等を参照

大気環境基準値等

水質環境基準値等

１０倍希釈を仮定（水質汚濁防止法と同じ）

気象を観測し
シミュレーション

排出物質に対する環境影響評価

化学物質の管理・削減

12

気象観測（全景） データ解析装置場所 ； モデル工場

時期 ； 95/12 ～

観測項目

風向
風速
日射量
示差放射量

大気シミュレーションデータの収集

化学物質の管理・削減
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従来の規制物質の環境基準値の設定と同じ考え方を採用

環境基準値

《日本規制物質》

算出

WHOｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ値、USEPAｸﾗｲﾃﾘｱ

想定環境基準値

《日本未規制物質》

参照 採用

慢性毒性データ、発ガン性データ 作業環境許容濃度

算出

WHO、USEPA ACGIH

＊１

＊１と
同様の
考え方
を適用

算出方法適用

化学物質の管理・削減

想定環境基準値の算出

14

排出物質の影響評価（大気）

化学物質の管理・削減

［一工場の例］

０３年度 ０４年度

日本環境基準値

0

0.25

0.5

0.75

1
基
準
値
と
の
比

≒0 ≒0

ｴﾁﾙ
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

ｷｼﾚﾝ 1,3,5-
ﾄﾘﾒﾁﾙ
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

ﾄﾙｴﾝ ﾎﾙﾑ
ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

WHO
ガイドライン

日本室内
濃度指針値

WHO
ガイドライン

日本産衛会
許容濃度
より算出

≒0 ≒0

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

●

想定環境基準値環境基準値

(海外環境基準値等)

想定環境基準値

0.04 0.010.03 0.01
0.08 0.04

ＵＳＥＰＡ
ＩＲＩＳ ＵＲ
より算出

0.08
≒0
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排出物質の影響評価（水域）

化学物質の管理・削減

［一工場の例］

０３年度 ０４年度

日本環境基準値

0

0.25

0.5

0.75

1

環境基準値

基
準
値
と
の
比

≒0 ≒0 ≒0≒0 ≒0 ≒0

亜鉛の
水溶性
化合物

銅化合物 ﾆｯｹﾙ
化合物

ﾏﾝｶﾞﾝ
化合物

≒0≒0

ﾎｳ素
化合物

●

ﾌｯ素
化合物

●

米国EPA
水質
ｸﾗｲﾃﾘｱ

WHO飲料水
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

鉛化合物

●

日本水道水
監視項目
指針値

想定環境基準値

(海外環境基準値等)

想定環境基準値

≒0
0.10 0.10

0.32
0.38

日本水質
要監視項目
指針値

≒0

16

トルエン、キシレン（大気）の削減計画

（Kg／台）ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
排
出
量

塗装希釈ｼﾝﾅｰ、洗浄ｼﾝﾅｰ中の
トルエン､キシレンの代替化等

PRTR公表結果に基づき目標を見直し、
削減推進中（暫定：代替化、恒久：使用量低減・水性化）

化学物質の管理・削減

０

２

４

９８年度 ０４年度 ０５年度（新目標値）

６０％減

洗浄シンナー使用量の低減、
上塗ベース塗料の水性化等

変更（’’０３）

→１２ 減に２３
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作業環境許容濃度

日本国内取扱い量（トン/年）

有

害

性

高

低

1,000
1
×

1,000,000100,00010,0001,000
0

5

10

15

20

25

●

●

●

●
酢酸ブチル

酢酸エチル

トルエン
（主に希釈ｼﾝﾅｰ）

化学物質の管理・削減

トルエン、キシレン代替化（暫定）

キシレン
（主に洗浄ｼﾝﾅｰ）

有害性の低いものに代替化を実施

18

ロボット

塗料タンク

約 １０ｍ

ホース内残存塗料と洗浄シンナーの低減

色替バルブ

80ｃｍ

色替バルブ

1400ｃｃ ⇒ 140ｃｃ

ロボット

塗料タンク

ロボット可搬重量 ８ｋｇ ⇒ ２０ｋｇ

（色替洗浄シンナー配管の短縮）

洗浄シンナー使用量の低減（恒久） その１

化学物質の管理・削減
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色替え塗料ロス ≒ ゼロ

塗料充填装置

カートリッジ

カートリッジ
搬送ロボット

ロボット

カートリッジ

洗浄シンナー使用量 ≒ ゼロ

塗装ロボット

（カートリッジ色替え方式導入）

化学物質の管理・削減

洗浄シンナー使用量の低減（恒久） その２

20化学物質の管理・削減

塗料水性化によるVOCの削減（恒久）

水

顔料、樹脂顔料、樹脂

VOC

溶剤塗料 水性塗料

含
有
量
（％
）

100

80

60

40

20

0

水性化により、VOC削減を実施

VOC
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ニッケル（水域）の削減実績

ニ
ッ
ケ
ル
排
出
濃
度

表面処理、メッキの
排水処理設備の増強

0.6

０

0.4

0.2

（mg／L）

暫定：整備対策済み（99～00年）
恒久：ニッケル代替化技術開発中

トヨタ各工場

98年 04年
0.8

1.0

神奈川県条例
排出基準値

日本水道水指針値
×１０倍

化学物質の管理・削減

22

ニッケル

基
準
値
と
の
比

環境基準値 等▼

水域における中長期削減目標

ニッケル、フッ素の代替化技術の継続検討

04年 中長期目標

フッ素

化学物質の管理・削減

0

1.0

0.1

水域

国内外
環境基準値 等

日本水道水指針値 日本環境基準値
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PRTR公開情報の加工例 （届出事業所分）

①排出量マップ（届出事業所のみ）

製品評価技術基盤機構ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
（経済産業省の独立行政法人） 03年度

ｴｺｹﾐｽﾄﾘｰ研究会の評価方法
に基づき算出 02年度

②大気リスクマップ（届出事業所＋推計分）

豊田市は排出量は多いが、リスクは小さい

PRTR情報の開示とコミュニケーション

多

↑

排
出
量

↓

少

24

市町村毎のリスクスコアとは

（エコケミストリー研究会の評価方法）

市町村毎のリスクスコア＝Σ｛Σ （ 排出密度×毒性スコア係数 ）}

排出量 ：PRTR公開データ
（ ＝届出事業所＋裾切以下事業所＋非対象業種＋自動車二輪車等＋家庭 ）

可住地面積 ：山林、湖等を除いた面積

環境基準値等 ：一般環境中の許容レベル

（国で設定されていない物質は海外の基準値等を採用）

＝Σ Σ ×

事業
所毎

化学
物質毎

事業
所毎

化学
物質毎

排出量

可住地面積 環境基準値等

１

PRTR情報の開示とコミュニケーション
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ニッケル削減の効果

水域リスクマップ （届出事業所のみ）

0

1

2

3

4

5

6

トヨタG

'98 '01

その他

×103

削減による水域排出ﾘｽｸｽｺｱの減少
（届出事業所のみ）

排
出
リ
ス
ク
ス
コ
ア

削減により、豊田市の水域リスクが２ランク低下

豊田市

PRTR情報の開示とコミュニケーション

甚目寺町
西枇杷島町新川町

清洲町

中村区
大治町

稲沢市春日町
西区

七宝町

蟹江町
中川区佐屋町

立田村
津島市

中区

熱田区
瑞穂区

緑区
南区

守山区
師勝町
豊山町

北区

東区

昭和区名東区

南知多町

美浜町

武豊町

半田市常滑市

阿久比町

知多市

東海市

東浦町

大府市
知立市
刈谷市

豊明市

天白区

千種区

岩倉市

美和町

港区
飛島村

十四山村

弥富町

平和町
佐織町
八開村

祖父江町

尾西市

木曽川町

一宮市

江南市
大口町

扶桑町 犬山市

小牧市
春日井市

尾張旭市

長久手町

日進市

東郷町

三好町

瀬戸市

藤岡町

豊田市

安城市高浜市

碧南市

西尾市

一色町
吉良町
幡豆町

幸田町
蒲郡市

岡崎市 額田町

音羽町

御津町

渥美町 赤羽根町

田原町

小坂井町

豊川市

豊橋市

一宮町

新城市

作手村

下山村

足助町

小原村

旭町 稲武町

設楽町

鳳来町

東栄町

津具村 富山村
豊根村

01年度

（推定）

26PRTR情報の開示とコミュニケーション

PRTR情報の開示
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◆事業者の責務（ＰＲＴＲ法第四条）

理解

地域住民事業者（工場）
情報公開・対話

環境担当行政
（豊田市．三好町）

地域
・議員・区長など

工場
・工務部長
・総務／環境担当

◆工夫点

・工場見学で理解を深める

◆体制

・従来の地域懇談会に合わせて実施

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

PRTR情報の開示とコミュニケーション

コミュニケーション

28

関西ペイント
日本パーカ
ユシロ化学

(株）エコ・リサーチ設立の狙いと体制

トヨタ･ﾃﾞﾝｿｰ

化学物質管理のﾉｳﾊｳ

【狙い】
インターネットを利用した
・PRTR集計システムの提供

・環境影響評価（自主管理）

・エコ材料紹介

企業への
化学物質管理の技術支援

【出資、提携会社】

ダイセキ

エコ・リサーチ
化学物質ﾉｳﾊｳ

日立

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｽﾃﾑ技術

PRTR法対応支援事業
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エコ材料情報の提供

成分登録

PRTR対応品

○○社△△ｸﾘｰﾅｰ

有害性：小

排水処理性：良

事業者材料ﾒｰｶｰ エコ・リサーチ

エコ度評価

・排水処理性
・臭気
・発ガン性
・慢性毒性
・容器の
ﾘｻｲｸﾙ性

代替化による
環境負荷低減

トヨタ自動車（株）

行 帳票No. 品          番 仕入れ先
1 4
Y 8 4 5 6 2 2 3 414

C 18

製    品    名 型      式

マジクロン TC-69 クリアー

納入会社 所在地（〒                  ） TEL 052 報告会社・部署

○○○商会 愛知県 名古屋市 中村区 432-4455 TEL
製造会社 所在地（〒                  ） TEL 0565 発行年月日

△△△塗料 愛知県 豊田市 堤町 23-4522 年 月
CAS No.
(無い物は トヨタ No.）

成                          分 含有率（％）

108－88－3 トルエン ４０～５０
1330－20－7 キシレン １～５
64742－95－6 石油ナフサ ２０～３０
71－36－3 ｎブタノール ２０～３０
50－00－0 ホルムアルデヒド 1未満

上記以外は該当無し

使用上の注意点
（有害性・保護具等）

納入資材成分報告書
（太枠内及び裏面を記入して下さい）

（注1）成分欄不足の場合、複数枚にて記入
（注2）荷姿の違い等により品番が複数になる場合は

         副票へ記入（品番記入は生産管理部）

掲載

PRTR法対応支援事業
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（ジクロロメタンの代替化事例 ４３件）

２００

４００

６００

０

（トン／年）

９４年 ９５年度 ９７年

６５％減
年
間
使
用
量

塗装剥離剤、ウレタン洗浄剤に ジクロロメタンを使用
アルコール系溶剤、温水洗浄に代替、全廃

４２６

１５０

８００

９８年

全廃

ト
ヨ
タ

トヨタの先進事例等を提供

８００

エコ材料情報の提供

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

PRTR法対応支援事業
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事業所の実施事項

PRTR法対応支援事業

ｽﾃｯﾌﾟ

内容

実施
事項

リスク評価
（削減要否）

・代替化
・後処理対策
・設備対応

・基準値比較
・他社比較

削減

製品

大気

水域
土壌
廃棄物

化学物質

成分報告書

成分情報
入手

・届出書提出
・環境報告書発行
・地域との
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実施

化学物質管理 削減 情報公開

排出・移動量
把握

エコ・リサーチが支援 各社が実施各社が実施

・排出・移動量データ
・リスク評価結果
・削減計画･実績

32

END


